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抄録 

原子力発電所の過酷事故時，コンクリートは設計条件を大幅に超えて高温に晒される可能性がある．高温

曝露されたコンクリート構造物が非破壊試験で強度等を推定できるかを検討するため，コンクリート供試体

の高温曝露試験を実施し温度と材料特性の関係等を明らかとした． 

キーワード 過酷事故，格納容器，コンクリート，高温，ひび割れ 

1.はじめに 

原子力発電所の過酷事故において，燃料が溶融・落下や冷却機関の損傷により冷却できない状況で，想定

以上の高温に曝され，構造健全性が低下することが知られている．しかし，これらを対象とした構造健全性

の評価は非常に重要でありながら，800℃以上の高温域での検討例は非常に少なく，特に原子力発電所を対象

としたコンクリートの高温特性に関する検討はほとんどない．そこで本検討では，高温に曝露したコンクリ

ートの特性を理解することを目的として実施した． 

2.実験概要 

 作製した供試体のサイズは 50×50×50mm であり，配合は表-1

に示す．打設後は湿布養生を 28 日間行い，その後小型電気炉を使用

し，全ての供試体を対象に加熱試験を行った．加熱後は、アルキメ

デス法によるひび割れ体積測定，超音波による音速の測定，シュミ

ットハンマー法を用いた強度算定試験を行い，各温度での特性を比

較した． 

3.結果・考察 

 図-1 にひび割れ体積の増加率を示す．各温度のひび割れ体積の増

加率は温度の上昇に伴って増加するものの，800℃から 1000℃での

増加率が飽和する結果となった．また図-2 に超音波を用いた音速測

定の結果と強度算定結果を示す．超音波試験による音速の測定では，

通常の 40℃と比較し，800℃では約 3 分の 1 程度まで音速が低下す

る結果となったが，ひび割れ体積の測定結果と同様に 800℃から

1000℃では低下が緩やかとなった．さらにシュミットハンマー法を

用いた強度算定試験においても，強度の低下を確認することができ

た．これらの結果より，温度の上昇に伴うコンクリート内部の空隙

の増加が，機械的性質に大きな影響を与えることを明らかとした． 
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表-1 コンクリート配合表 

図-1 ひび割れ体積増加率 

ｚ欧化率 

図-2 超音波試験・強度試験結果 
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